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スタンリー・イェルナッツは「まずい時に、ま
ずい場所にいた」ために、裁判で有罪になり、
砂漠の真ん中の少年院に送られる。 
そこでは、仲間と共に、来る日も来る日も不毛
の地に穴を掘らされる毎日であった。 
なぜ穴を掘るのか。それはイェルナッツ家の
代々にわたる不運にも関係があるのでした。 

                    
 
 
 
 
 

   
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 


